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埼玉県戸田市におけるGIGAスクール端末を活用した障がい者雇用

 埼玉県戸田市は、国のGIGAスクール構想に先駆けて、市内小中学校の児童・生徒向けに学習用のPC端末をいち
早く配備した。配備から約５年経過し、更新時期を迎える端末が今後大量に発生する時期に来ている状況。

 平成28年度から、小型家電リサイクル制度に基づく協定を締結しているリネットジャパンリサイクル株式会社に端末回
収・データ消去等を委託し、東日本旅客鉄道株式会社の特例子会社である株式会社JR東日本グリーンパートナー
ズに手解体作業を依頼。

 令和７年７月、使用済GIGAスクール端末の処分を通じた社会的価値の最大化に向け、環境・障がい福祉・教育
が連携（環福教連携）した取り組みを推進する協定を締結。これまでに約2,000台の端末を適正に再資源化した。
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 使用済みGIGAスクール端末の提供
 端末の適切なリサイクルによる環境負荷軽減
 障がい者雇用の促進

戸田市
株式会社JR東日本
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 端末の手解体作業
 障がい者が活用するための環境設備施設の検討
 雇用創出に資する基礎データの収集、検討及び

フィードバック

リネットジャパンリサイクル
株式会社

 端末回収、データ消去、証明書発行
 障がい者による手解体作業の推進
 解体部品の再資源化
 端末解体標本作成及び学校への提供
 実証結果報告書の作成

出典：戸田市教育委員会

出典：リネットジャパンリサイクル

出典：JR東日本グリーンパートナーズ

協定調印式（令和７年７月）



三重県度会町におけるGIGAスクール端末の地域内再利用
 令和5年10月26日付で文科省・経産省・環境省から通知された「GIGAスクール構想の下で整備された1人１

台端末等の適切な処分（再使用又は再資源化）等について」において、「当該端末は、資源の有効活用の観
点からも再使用することが重要」と記載されていることを受け、三重県度会町は、令和7年度に庁内各課へ再使用
に関する希望調査を行った。

 GIGAスクール構想第1期で調達した1人1台端末は656台。調査の結果を踏まえ、各課業務のほか町内小中
学校、保育所、町公民館、町歴史館などにおいて約120台の再使用を進めている。（令和７年度から実施）

調査依頼書 調査内容 ～ 再使用の事例 ～

 再使用にあたっては、町小中学校において1人1台端末
の管理を保守委託している業者が、MDM(※) からの解
除及び端末の初期化を実施する。
(※)端末を一元的に管理するための仕組み 

 初期化した端末の再設定については町ICT担当部署が
ネットワーク設定等のキッティング業務を実施する。

デジタル黒板へデジタル教科書を投
影するため各教室に設置するほか、
ペーパーレス会議を実施するために
活用する。

確定申告相談会にて利用者識別
番号取得に使用するほか、マイナン
バーカードの申請サポート及び出張
申請用端末として活用する。

職員による保護者連絡アプリへの連
絡事項の入力や、登降園時間の
QRコード打刻用等、幅広い業務に
活用。

町内商店（5店舗）の店頭に端
末を設置し、町内の高校生が作成
した商品PRの動画を放送する。

予定

町内保育所 度会町本気塾

税務住民課町内小中学校
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